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1. はじめに 
 

本書は、「死亡診断書（死体検案書）作成ソフト（以下本ソフト）」の操作説明書です。本ソフトでは死

亡診断書（死体検案書）を作成することができ、作成した帳票は、印刷して提出することができます。ま

た、日本医師会電子認証センターが発行する「医師資格証」に対応した電子署名ソフトと連動させて、タ

イムスタンプ付き電子署名を付与することにより、原本として取り扱い可能な電子文書として保存する

ことも可能になっています。 

 

 本ソフトは、「平成２６年度厚生労働科学特別研究事業の高齢者社会における死因究明の在り方等に関

する研究（以下本科研事業という）」の一貫として作成された成果物をベースに「日本医師会ＯＲＣＡ管

理機構株式会社」が引き継ぎ機能改善を行っています。 

 

 ヘルプ機能として「平成３１年度版 死亡診断書（死体検案書）記入マニュアル＊1」を使用しており、

項目入力に迷った場合には、いつでも「記入マニュアル」を開くことができるようになっています。 

 

ソフト名は、死亡診断書から出生証明書までを発行することから「次の世につながる。」また、今回事

業において追加項目の一つとして検討された「Ai（死亡時画像診断：オートプシー・イメージング）」を

モチーフに、代々つながる→ダイダイ→橙→DiedAiと命名されました。 

 

［*1］ 平成 31年度版 死亡診断書（死体検案書）記入マニュアル 

  URL http://www.mhlw.go.jp/toukei/manual/ 

 

 

 

 

■本書について 

 本書（DiedAi操作説明書）は、DiedAiインストール後のログイン方法から説明を開始しています。 

インストール方法やアンインストール方法、及び DiedAi を使用するための各種設定方法は、本書の後半

部分に記載されています。運用を開始する前に、必ずご確認ください。 

 

 また、DiedAi が問題なく動作するための「動作環境」についても記載しています。合わせてご確認く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

http://www.mhlw.go.jp/toukei/manual/
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2. ソフトの起動 
 

 

死亡診断書作成ソフト（DiedAi）は、デスクトップのショートカットアイコンをダブル

クリックして起動します。 

 

 

 

ソフト起動中は、スプラッシュウインドウが表示されます。 

 

3. ログイン 
 

 

＜ログイン画面＞ 

起動後、〔ログイン〕画面が表示されます。 

 

 

ログイン IDとパスワードを入力して［ログイン］ボ

タンをクリックします。 

初回起動時は、半角英字で 

ログインＩＤ：admin 

パスワード ：admin 

と入力してください。 

※初回ログイン後、各種設定を行う際に合わせてシ

ステム設定のユーザ登録で、ユーザ別に「ログイン

ID・パスワード」を登録してください。 

 

【注意!!】「接続できません」のメッセージが表示されログイン出来ない場合は、Firebirdがインストー

ルされているかをご確認ください。DiedAi を動作させるためにはデータベースとして Firebirdのインス

トールが必要です（後述の「動作環境」を参照してください）。 

 

admin 
admin 
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4. メニュー選択 
 

ログイン IDとパスワードを入力してログインすると、DiedAiの各機能へ遷移するための〔メインメニュ

ー〕画面が表示されます。利用したい機能のボタンをクリックして処理を開始します。 

 

＜メインメニュー画面＞ 

 

メニューの各機能を利用するには、［システム設定］ボタンをクリックして表示される〔システム設定（基

本情報）〕画面、〔システム設定（連動設定）〕画面及び〔システム設定（データ出力設定）〕画面で、本ソ

フトを利用するための基本となる情報を登録する必要があります。 

 

システム設定の登録方法は、後述の「システム設定」を参照してください。 

また、［検索］ボタンをクリックすると、作成済みの文書を検索し内容を確認することができます。 

 

本ソフトで作成可能な帳票や利用可能な機能は以下のとおりです。 

帳票名 説明 

死亡診断書（死体検案書） 死亡診断書又は死体検案書を作成します。 

「死亡診断書と死体検案書の使い分け」の内容に従ってどちらか一方を

選択して作成します。 

死産証書（死胎検案書） 死産証書又は死胎検案書を作成します。 

妊娠満 12週以後の死産が該当します。 

※利用できません。 

出生証明書 出生証明書を作成します。 

※利用できません。 

統計データ 統計データを作成します。任意の出力項目を指定してフォーマットを作

成し、CSV形式のファイルを出力することができます。 
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5. 死亡診断書（死体検案書）作成 
 

 

 

死亡診断書又は死体検案書を作成する場合は、〔メインメ

ニュー〕画面の［死亡診断書（死体検案書）作成］ボタン

をクリックして表示される〔死亡診断書（死体検案書）作

成〕画面から作成します。 

 

表示される各画面で必要項目を入力後、［次へ］ボタンをクリックして順番に画面遷移することで、最終

的に帳票を完成することができるようになっています。 

また、各画面の入力フィールド以外の場所で右クリックするとコンテキストメニューを表示し、任意の

入力画面へ直接遷移できます。 

 

 

＜死亡診断書（死体検案書）作成画面＞ 

右クリックで表示されるメニューで

は、移動したい画面の名称をクリッ

クします。 

指定した画面が表示されます。 

 

 

 

入力画面を一つ前に戻したい場合は、［戻る］ボタンをク

リックします。 

右クリックで表示されるメニューから任意の画面へ戻る

ことも可能です。 
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5.1 死亡診断書と死体検案書の選択 

 

〔死亡診断書（死体検案書）作成〕画面では、作成する帳票の種類を選択します。 

 

＜死亡診断書（死体検案書）作成画面＞ 

死亡診断書又は死体検案書のどちら

かにチェックします。 

 

 

どちらを選択するか不明な場合は、平

成 30 年度版 死亡診断書（死体検案

書）記入マニュアルを参照してくださ

い。 

 

作成する帳票にチェックしたら［次へ］ボタンをクリックします。 

 

6. 死亡者の基本情報 
 

「死亡者の基本情報」を入力します。入力する内容について注意点が表示されていますので、よく読んで

間違いのないように入力してください。 

 

＜死亡者の基本情報画面＞ 
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死亡者の基本情報として入力する内容について項目別に説明します。 

 

死亡者の氏名や性別、住所等を入力します。 

 

入力する内容の詳細は以下のとおりです。 

項目 説明 

氏名 死亡者氏名を入力します。姓と名の間をスペースで区切ります。 

カナ 死亡者氏名のカナを入力します。姓と名の間をスペースで区切ります。

氏名欄に入力すると、フリガナが自動で表示されます。 

性別 死亡者の性別を入力します。性別は次のいずれでも入力可能です。 

〔男：１、M、ｍ〕 〔女：２、F、ｆ、W、ｗ〕 

年齢 年齢は生年月日と死亡年月日を入力することで自動計算されます。 

〒 郵便番号を入力します。 

住所   任意項目 住所を入力します。住所は 2行に分けて入力できます。 

TEL： 電話番号を入力します。 

FAX： FAX番号を入力します。 

住所を本籍地欄に印刷 入力した住所を死亡届の本籍地欄にも印刷する場合にチェックします。 

※死亡者の住所は必須ではありません。死亡場所や死亡届に印字する場合に入力してください。 

 

■死亡診断書の氏名欄■ 
 

死亡診断書は死亡届に添付され戸籍を抹消する効力を持ちます。したがって、戸籍、死亡診断書、死亡届

のすべてに記載された氏名が一致することが重要です。一致していなければ、別人である可能性もある

ため死亡届が受理されません。 

地域によっては、たくさんの同姓同名者が存在していますので、死亡診断書を交付する医師は、ご家族に

対し氏名に間違いがないか、改めて確認しなければなりません。また、間違った家族に、間違った死亡診

断書が交付されることを防ぐためにも、氏名の記載については十分注意をする必要があります。 

そこで DiedAiは、「IPAmj明朝フォント」というフォントを採用して、複雑な戸籍統一文字の印字に対応

しました。 

本ソフトで「戸籍統一文字」を使用する場合は、別途フォントの設定が必要です。また、死亡者の氏名欄

に戸籍統一文字の入力を可能とするためには、IPAmj明朝フォントの設定と合わせて、株式会社ジャスト

システムの日本語入力システム「ATOK」のインストール、及び IVS辞書の追加設定が必要です。 

フォント及び ATOKの設定の詳細、操作方法については、後述の「戸籍統一文字（死亡者氏名欄）の入力」

の説明を参照してください。 
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死亡者の氏名や性別、住所等を入力したら、次に死亡者の生年月日を入力します。 

 

誕生時間については、生まれてから 30 日以内に死亡した

ときに入力します。 

 

生年月日と誕生時間を入力する場合の注意点は以下のとおりです。 

 

項目 説明 

生年月日 生年月日は、年月日をそれぞれ 2桁で入力し、先頭に和暦を表

す記号をつけます。和暦は、次のいずれでも入力可能です。 

〔明治：M、ｍ、１〕 

〔大正：T、ｔ、２〕 

〔昭和：S、ｓ、３〕 

〔平成：H、ｈ、４〕 

〔令和：R、ｒ、５〕 

例：平成 26年 3月 3日生まれの場合 

〔H260303〕又は〔h260303〕又は〔4260303〕 

誕生時間 誕生時間を入力します。 

誕生時間はフリーワードで入力することができます。「不明」

「〇時頃」等の文字も全角 10文字まで入力可能です。 

半角の 24時間表記で入力すると Enter キーを押下後に 12時

間表記に変更されます。 

例：1500と入力すると、午後 03時 00分と表示される 

 

※夜の 12時は「午前 0時」、昼の 12時は「午後 0時」です。 

 

死亡者の死亡年月日と死亡時刻を入力します。 
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死亡年月日と死亡時刻を入力する場合の注意点は以下のとおりです。 

 

項目 説明 

死亡年月日 死亡年月日は年月日をそれぞれ 2 桁で入力し、先頭に和暦を表す記

号をつけます。 

和暦は以下のいずれでも入力可能です。 

〔令和：R、ｒ、５〕 

 

例：平成 27年 10月 1日死亡の場合 

〔H271001〕又は〔h271001〕又は〔4271001〕 

死亡時刻 死亡時刻を入力します。 

不明な場合は、分かる範囲で入力し、死亡時刻を入力した後に（推

定）と入力するか、明確に推定できない場合は、そのまま入力しま

す。 

死亡年、月も全く分からない場合は、（不詳）と入力します。 

死亡時刻はフリーワードで入力することができます。「〇〇時頃」「◇

年○月×日□時から◇年□月△日×時の間」等の文字も入力可能で

す。 

半角の 24時間表記で入力すると Enter キーを押下後に 12時間表記

に変更されます。 

例：1500と入力すると、午後 03時 00分と表示される 

 

※夜の 12時は「午前 0時」、昼の 12時は「午後 0時」となります。 

 

 

死亡時刻が不明な場合で、「推定」又は「不詳」と記載したい時は、

プルダウンメニューから選択することも可能です。 

 

死亡者の死亡場所に関する情報を入力します。 

該当する死亡場所の種別にチェックし、必要に応じて住所と施設名を入力します。 

 

 

 

 



p. 9 
 

死亡場所を入力する場合の注意点は以下のとおりです。 

項目 説明 

死亡場所 種別 種別は以下の中から該当する場所を選択します。 

１．病院、２．診療所、３介護医療院、３介護老人保健施設、４．助産所 

５．老人ホーム、６．自宅、７．その他 

住所 種別で選択した住所を入力します。「１．病院」「２．診療所」「６．自宅」を

選択すると、DiedAiに登録された住所が自動で入力されます。 

施設名 種別で選択した施設名を入力します。（１～５の場合） 

「１．病院」「２．診療所」を選択すると、DiedAiに登録された施設名が自動

で入力されます。 

「3 介護医療院」「3 介護老人保健施設」を選択した場合は、施設の名称に続

けて選択した種別がカッコ付きで印字されます。 

例）橙診療所（介護医療院）  

橙の里（介護老人保健施設）  

 

死亡場所の住所や施設名が入力された状態で種別を変更すると、施設の種別により上書きやデータクリ

ア等の処理を確認するメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

例えば、「２診療所」を選択し、住所や施設名が入力された

状態でチェックを「６自宅」へ変更すると、データ上書きの

確認メッセージが表示されます。［はい］ボタンをクリック

すると〔死亡者の基本情報〕画面の住所欄に登録された住所

へ変更されます。また、施設名は削除されます。 

 

 

 

 

 

「６自宅」を選択し、住所が入力された状態でチェックを

「７その他」に変更すると、データクリアの確認メッセー

ジが表示されます。 

［はい］ボタンをクリックすると住所欄に入力されていた

住所が削除されますので、適切な住所を入力します。 
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死亡場所の住所及び施設名が入力済みの状態から、それぞれの種別へ変更した場合に表示される確認メ

ッセージの内容は以下のとおりです。 

変更後種別 確認メッセージ 説明 

１．病院 上書き確認 システム設定の〔システム設定（基本

情報）〕画面で、「医療機関設定」に登

録された住所と施設名で上書きされる 

２．診療所 上書き確認 システム設定の〔システム設定（基本情

報）〕画面で、「医療機関設定」に登録さ

れた住所と施設名で上書きされる 

３．介護医療院 

３．介護老人保健施設 

データクリア確認 入力済みのデータがクリアされる 

４．助産所 データクリア確認 入力済みのデータがクリアされる 

５．老人ホーム データクリア確認 入力済みのデータがクリアされる 

６．自宅 上書き確認 〔死亡者の基本情報〕画面に登録され

た氏名と住所で上書きされる 

７．その他 データクリア確認 入力済みのデータがクリアされる 

 

入力が完了したら［次へ］ボタンをクリックします。 

 

7. 死亡の原因 
 

「死亡の原因」を入力します。入力する内容について注意点が表示されていますので、よく読んで間違い

のないように入力します。 

 

 

＜死亡の原因画面＞ 
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死亡の原因として入力する内容を項目別に説明します。 

 

 

 

Ⅰ欄には、最も死亡に影響を与えた傷病名を医学的因果関係の順番に入力します。 

Ⅱ欄には、死因に関係していないがⅠ欄の傷病等の経過に影響を及ぼした傷病名等があれば入力します。 

 

Ⅰ欄及びⅡ欄の説明は以下のとおりです。 

項目 説明 

Ⅰ欄 （ア）． 直接の死因 病

名 

直接の死亡の原因となった傷病名等を入力します。  

（イ）． （ア）の原因 （ア）欄の原因となる傷病名等があれば入力します。 

（ウ）． （イ）の原因 （イ）欄の原因となる傷病名等があれば入力します。 

（エ）． （ウ）の原因 （ウ）欄の原因となる傷病名等があれば入力します。 

Ⅱ欄 死因に関係していないが、Ⅰ欄の傷病等の経過に影響を及

ぼした傷病名等があれば入力します。 

ICD コード 

 

Ⅰ欄の（ア）～（エ）及びⅡ欄の各病名欄に病名を入力す

ると検索結果画面が表示されます。ICD-10コードも表示さ

れますので、該当のコードを選択します。 

病名を検索せず、入力欄に直接入力することも可能です。 

発病（発症）又は受傷から死亡ま

での期間 

Ⅰ欄の（ア）～（エ）及びⅡ欄の各欄に年、月、日の単位

で入力します。期間が 1日未満の場合は、時間、分の単位

で入力します。（例：1年 3ヶ月、5時間 20分等） 

期間が不明の場合は、空白を避け、「不明」又は「不詳」と

入力します。 

入力可能な文字数は全角で 9文字までです。 

 

【参考】 

DiedAi は、各欄の入力時に病名を検索して入力することができるようになっています。初期登録マスタ

ーとして、診療報酬情報提供サービスの「傷病名マスター（b_20180401.txt）」が設定されており、本ソ

フトのインストール後すぐに利用することができますが、最新の病名を検索するためには、必要に応じ

て以下のサイトから最新版のマスターを入手して随時更新する必要があります。 

●診療報酬情報提供サービスダウンロード URL 

http://www.iryohoken.go.jp/shinryohoshu/downloadMenu/ 

 

http://www.iryohoken.go.jp/shinryohoshu/downloadMenu/
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一つ前の〔死亡者の基本情報〕画面の項目を入力後に、［次

へ］ボタンをクリックします。 

 

 

〔死亡の原因〕画面で入力する「（ア）直接の死因」の入力

画面が表示されます。 

病名欄に直接の死因となった病名を入力します。 

［キャンセル］ボタンをクリックすると、〔死亡の原因〕画

面が表示されますので画面の入力欄で直接入力することも

可能です。 

 

 

病名を入力したら右側の入力欄に発病（発症）又は受傷か

ら死亡までの期間を入力します。 

 

入力が完了したら［入力］ボタンをクリックします。 

 

 

「（イ）：（ア）の原因」の入力欄が表示されますので（ア）

の原因となった病名を入力します。 

※入力せずに［キャンセル］ボタンをクリックすると何も反

映されず元の画面に戻ります。 

このままの状態で入力を確定する場合は、再度［入力］ボタ

ンをクリックします。 

（ア）の入力内容が入力欄にセットされます。 

 

 

（ア）の原因となった病名を入力し、発病（発症）又は受傷

から死亡までの期間を入力します。 
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入力が完了したら［入力］ボタンをクリックします。 

 

 

「（ウ）：（イ）の原因」の入力欄が表示されますので（イ）の

原因となった病名を入力します。 

※入力せずに［キャンセル］ボタンをクリックすると何も反

映されず元の画面に戻ります。 

このままの状態で入力を確定する場合は、再度［入力］ボタ

ンをクリックします。 

 

 

（イ）の原因となった病名を入力し、発病（発症）又は受傷

から死亡までの期間を入力します。 

 

 

入力が完了したら［入力］ボタンをクリックします。 

 

 

「（エ）：（ウ）の原因」の入力欄が表示されますので（ウ）

の原因となった病名を入力します。 

※入力せずに［キャンセル］ボタンをクリックすると何も

反映されず元の画面に戻ります。 

このままの状態で入力を確定する場合は、再度［入力］ボ

タンをクリックします。 

 

 

（ウ）の原因となった病名を入力し、発病（発症）又は受

傷から死亡までの期間を入力します。 

 

 

すべての項目の入力が完了したら［入力］ボタンをクリックします。 
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元の〔死亡の原因〕画面に戻り、Ⅰ欄の各入力欄に病名が入

力された状態になっています。 

 

Ⅱ欄の入力が必要な場合は入力します。 

 

入力が完了したら［次へ］ボタンをクリックします。 

 

7.1 病名検索 

 

病名は、（ア）、（イ）、（ウ）、（エ）それぞれの入力欄右側の［病名検索］ボタンから、検索して入力する

ことができます。 

 

病名を検索して入力する場合は、「（ア）：直接の死因」欄右

側の［病名検索］ボタンをクリックします。 

 

 

病名検索の画面が表示されます。 

 

 

 

入力欄に検索する病名（一部又は全部）を入力し、「先頭一

致」、「部分一致」又は「ICD-10」のいずれかにチェック後［検

索］ボタンをクリックします。 

 

 

入力した病名の検索結果画面が表示され、条件に該当する

病名が表示されます。 

 

検索結果から該当する病名を選択して［決定］ボタンをク

リックします。 

 

該当する病名がない場合は、入力欄に別の検索名称を入力

して［検索］ボタンをクリックします。 
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病名を選択すると元の画面に戻り、選択した病名が表示さ

れます。 

右側の入力欄に発病（発症）又は受傷から死亡までの期間

を入力します。 

 

入力が完了したら［入力］ボタンをクリックします。 

 

 

「（イ）：（ア）の原因」の入力欄が表示されます。 

（ア）の入力方法と同様に［病名検索］ボタンをクリックし

て表示される画面で「病名マスタから検索」タブを使って入

力します。 

「（ウ）：（イ）の原因」、「（エ）：（ウ）の原因」も同様に処理

します。 

 

 

【注意】「（イ）：（ア）の原因」～「（エ）：（ウ）の原因」の各

欄に入力せずに［入力］ボタンをクリックすると死亡統計に

使用する病名の確認メッセージが表示されます。 

 

 

死亡統計に使用する場合は①［確定する］ボタンを、使用し

ない場合は②［原因欄に戻る］ボタンをクリックします。 

 

 

①［確定する］ボタンをクリックすると、〔死亡の原因〕画面

に戻り、入力済みの病名のみ表示されます。 

 

 

②［原因欄に戻る］ボタンをクリックすると死亡の原因を入

力する画面に戻ります。 

 

それぞれの原因となる病名を入力します。 

 

① 

② 
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7.2 MI_CAN と連携している場合 

 

DiedAi と MI_CAN を連動する設定を行っていて「（ア）：直接の死因」～「（エ）：（ウ）の原因」を入力す

る場合は、MI_CANに登録された病名を利用して入力することができます。 

※MI_CAN 連動の設定方法は、後述のシステム設定（基本情報）で「MI_CAN連動」を参照してください。 

 

「（ア）：直接の死因」の入力は、〔死亡者の基本情報〕画面の項目を入力後に、［次へ］ボタンをクリック

して表示される〔死亡の原因〕画面でおこないます。 

 

〔死亡の原因〕画面で「（ア）：直接の死因」欄右側の［病名

検索］ボタンをクリックします。 

 

 

病名検索の画面が表示されます。 

「病名マスタから検索」タブおよび「MI_CAN から病名取得」

タブが表示されます。 

「MI_CANから病名取得」タブを選択します。 

 

 

 

「MI_CANから病名取得」タブでは、MI_CANに病名が登録され

ていれば、MI_CANから取得した病名が表示されています。 

対象の病名を選択して［決定］ボタンをクリックします。 

※各項目の名称をクリックするとクリックする毎に降順、昇

順で並べ替えができるようになっています。 

    

 

 

「表示転帰」のチェックボックスにチェックして、病名の表

示を変更することができます。 

チェックボックスに、 

 チェック有り：該当の病名を表示する 

 チェック無し：該当の病名を非表示にする 

という状態になります。 
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病名を選択すると元の画面に戻り、選択した病名が表示され

ます。右側の入力欄に発病（発症）又は受傷から死亡までの

期間を入力します。 

 

入力が完了したら［入力］ボタンをクリックします。 

 

 

「（イ）：（ア）の原因」の入力欄が表示されます。 

（ア）の入力方法と同様に［病名検索］ボタンをクリックして

表示される画面で「MI_CAN から病名取得」タブを開き病名を

選択して入力します。 

「（ウ）：（イ）の原因」、「（エ）：（ウ）の原因」も同様に処理し

ます。 

 

すべての項目の入力が完了したら［入力］ボタンをクリックします。 

 

 

元の〔死亡の原因〕画面に戻り、Ⅰ欄の各入力欄に病名が入力

されています。 

 

Ⅱ欄の入力が必要な場合は入力します。 

 

8. 手術欄 
 
「手術欄」で入力する内容を項目別に説明します。入力する内容について注意点が表示されていますの

で、よく読んで間違いのないように入力します。 

 

＜手術欄画面＞ 

前画面から遷移後の初期画面は、手術は「無し」

の状態で表示されています。 
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手術欄では、手術の有無にチェックします。「有り」にチェック

する場合は、入力欄に入力した内容を、作成する帳票の欄内に

印字するか、別添資料として印字するかを選択します。 

初期の選択状態は「欄内」となっています。 

別添を選択した場合、手術所見欄には「別添参照」と印字され

ます。 

 

 

 

手術年月日欄には、手術した年月日を入力します。 

年月日はそれぞれ 2桁で入力し、先頭に和暦を表す記号をつけ

ます。 

 

和暦は、次のいずれでも入力可能です。 

〔平成：H、ｈ、４〕 

〔令和：R、ｒ、５〕 

例）手術日：平成 27年 3月 3日の場合 

〔H270303〕又は〔h270303〕又は〔4270303〕 

 

 

手術の入力欄には、術式や診断名、所見等を入力します。 

 

 
 

 

 

手術の入力欄に入力された文字は、帳票として印字し

た際に記入欄の枠内で入力内容が途切れないよう自動

改行されます。 

また、フォントサイズも自動的に調整されます。 

 

入力が完了したら［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力文字数により自動調整 
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9. 解剖 
 
「解剖」で入力する内容を項目別に説明します。入力する内容について注意点が表示されていますので、

よく読んで間違いのないように入力します。 

 

＜解剖画面＞ 

前画面から遷移後の初期画面は、

解剖は「無し」の状態で表示されて

います。 

 

 

 

解剖の有無にチェックします。「有り」にチェックする場合は、

入力欄に入力した内容を、作成する帳票の欄内に印字するか、

別添資料として印字するかを選択します。 

初期の選択状態は「欄内」となっています。 

 

別添を選択した場合、解剖所見欄には「別添参照」と印字され

ます。 

 

 

解剖年月日欄には、解剖した年月日を入力します。 

年月日はそれぞれ 2 桁で入力し、先頭に和暦を表す記号をつ

けます。 

 

和暦は、次のいずれでも入力可能です。 

〔平成：H、ｈ、４〕 

〔令和：R、ｒ、５〕 

例）解剖年月日：平成 27年 3月 3日の場合 

〔H270303〕又は〔h270303〕又は〔4270303〕 
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解剖が「有り」の場合は、解剖の種別にチェックします。チェックは以下の項目から選択します。 

 

 

 

解剖を実施した場合は、Ⅰ欄、Ⅱ欄の傷病名等に関

連のある解剖の主要所見（病変の部位、性状、広が

り等）を入力します。 

 

 

注．「解剖年月日」と「解剖種別」は別添用紙にのみ反映されます。欄内を選択した場合には死亡診断

書（死体検案書）の様式に表示されません。 

 

解剖の種別に関する説明は以下のとおりです。 

種別 説明 

行政解剖 監察医制度区域（東京・大阪・神戸、名古屋の一

部）および準監察医制度区域（筑波等）での行政

解剖 

司法解剖 裁判所の鑑定処分許可に基づいて行われる解剖 

新法解剖 警察署長の判断により新法に基づいて死因究明を

目的として行うもの 

承諾解剖 医療機関以外で亡くなった場合に、遺族の承諾もし

くは希望により死因究明を目的として行うもの（第

三者機関解剖を含む） 

病理解剖（系統解剖を含む） 医療機関もしくは施設、家庭等で主治医の管理下で

亡くなった場合に、本人もしくは遺族の希望、ある

いは医師の申し出により本人もしくは遺族の承諾

を得て行うもの 

 

 

 

 

解剖の入力欄に入力された文字は、帳票として印字した際

に記入欄の枠内で入力内容が途切れないよう自動改行され

ます。 

また、フォントサイズも自動的に調整されます。 

 

入力が完了したら［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

入力文字数により自動調整 
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10. AI（Autopsy imaging） 
 
「Ai」で入力する内容を項目別に説明します。 

本「厚生労働省科学特別研究事業」で追加された項目です。〔Ai〕画面で入力した内容は、「死亡診断書」

又は「死体検案書」の別添資料として出力することができます。 

 

 
＜Ai画面＞ 

前画面から遷移後の初期画面は、Ai は

「無し」の状態で表示されています。 

 

 

 

 

Ai の有無にチェックします。「有り」にチェックした場合

は、入力した内容が別添資料として出力されます。 

 

 

 

実施日には Aiを実施した日を入力します。 

年月日はそれぞれ 2 桁で入力し、先頭に和暦を表す記号

をつけます。 

 

和暦は、次のいずれでも入力可能です。 

〔平成：H、ｈ、４〕 

〔令和：R、ｒ、５〕 

例）Ai実施日：平成 27年 3月 3日の場合 

〔H270303〕又は〔h270303〕又は〔4270303〕 

 

 

 依頼種別は、病院 Ai又は警察 Aiのどちらかにチェック

します。 
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撮影依頼は、Aiを依頼した機関名と、依頼者の氏名を入力します。 

 

 

 

Aiの入力欄には、画像診断の所見等を入力します。 

また、病名のⅠ欄、Ⅱ欄に関連のある解剖の主要所見（病

変の部位、性状、広がり等）を入力します。 

 

入力が完了したら［次へ］ボタンをクリックします。 

 

11. 死因究明検査 
 
「死因究明検査」で入力する内容を項目別に説明します。 

本「厚生労働省科学特別研究事業」で追加された項目です。剖検・Ai を除く「後頭窩穿刺試験」等の内

容を入力します。〔死因究明検査〕画面で入力した内容は、「死亡診断書」又は「死体検案書」の別添資料

として出力することができます。 

 

＜死因究明検査画面＞ 

前画面から遷移後の初期画面は、

死因究明検査は「無し」の状態で

表示されています。 

 

 

 

 

 

 

死因究明検査の有無にチェックします。「有り」にチェックした場合

は、入力した内容が別添資料として出力されます。 
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実施日には、死因究明検査の実施日を入力します。 

年月日はそれぞれ 2桁で入力し、先頭に和暦を表す記号をつ

けます。 

 

和暦は、次のいずれでも入力可能です。 

〔平成：H、ｈ、４〕 

〔令和：R、ｒ、５〕 

例）検査実施日：平成 27年 3月 3日の場合 

〔H270303〕又は〔h270303〕又は〔4270303〕 

 

 

「行った検査の種類」欄では、上段に手術、解剖、Aiの

他に死因究明のため行った検査の種類を、下段に所見を

入力します。 

 

 

 

入力が完了したら［次へ］ボタンをクリックします。 

 

12. 産科的原因 
 

「産科的原因」で入力する内容を項目別に説明します。 

 

＜産科的原因画面＞ 
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産科的原因に関する説明は以下のとおりです。 

項目 説明 

（ア）死亡１年以内に妊娠していたか？ 死亡１年以内の妊娠の有無。 

「1.なし」「2.あり」で回答。 

（イ）（ア）で 2「あり」を選択した場合、

死亡には「産科的原因」があったか？ 

妊娠・分娩・産後の産科合併症の関与、義務の怠慢、

不適切な処置から生じた場合か、または妊娠前から存

在した疾患、妊娠中に発症した疾患が妊娠の生理作用

によって悪化した場合の有無。 

「1.なし」「2.あり」で回答。 

（ウ）（ア）で 2「あり」を選択した場合に

おける妊娠の転帰 

死亡１年以内に妊娠が有った場合、その転帰区分。 

「1 生産」「2 流死産」「3 異所性妊娠」「4 人工妊娠中

絶」「5 妊娠・分娩中死亡」「6 不詳」で回答。 

（エ）（ウ）で 1,2,3,4,5を選択した場合に

おける妊娠の転帰日と妊娠週数 

（ウ）で不詳以外を選択した場合に転帰日と妊娠週数

を記述。 

入力内容を「その他特に付言すべきことが

ら」に転記する 

入力された内容を「その他特に付言すべきことがら」

に備考として転記したい場合に選択。 

 

入力された内容は死亡届および死亡診断書(死体検案書)には現状では項目が無いため印刷されません。 

統計情報としてのみの利用となります。 

 

入力が完了したら［次へ］ボタンをクリックします。 

 

13. 死因の種類 
 
「死因の種類」で入力する内容を説明します。死因の種類では、１～１２のうち該当する項目にチェック

します。 

 

＜死因の種類画面＞ 
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死因の種類に関する説明は以下のとおりです。 

項目 説明 

１．病死及び自然死 疾病による死亡及び老齢、老化による自然死 

外
因
死 

不
慮
の
外
因
死 

２．交通事故 運転者、同乗者、歩行者のいずれかを問わず、交通機関（自動

車、自転車、鉄道、船、航空機等）の関与による不慮の死亡 

３．転倒・転落 同一平面上での転倒又は階段・ステップ・建物等からの転落に

よる不慮の死亡 

４．溺水 溺水による不慮の死亡をいい、海洋、河川、池、プール、浴槽等

の場所は問わない。ただし、水上交通機関の事故によるものは

「交通事故」に分類する 

５．煙、火災及び火

焔による傷害 

火災による不慮の死亡（火傷、熱傷、一酸化炭素中毒、窒息等す

べて）及び火焔による火傷での不慮の死亡 

６．窒息 頚部や胸部の圧迫、気道閉塞、気道内異物等による不慮の窒息

死。ただし、脳血管障害、重症筋無力症等の球麻痺症状によっ

て、「嚥下障害」「誤嚥」「咽頭反射の消失」等を来す疾病の患者

がこれらの原疾患を原因とする球麻痺症状により誤嚥・窒息死

した場合は「直接死因（ア欄）」が窒息死であっても続く（イ、

ウ、エ欄）に記載された原疾患によって（１．病死）に分類する 

７．中毒 薬物又はその他の有害物質への接触、吸入、服用、注射等による

不慮の死亡 

８．その他 熱中症（熱射病等）、凍死等の異常な温度環境への曝露、潜函病、

感電、機械による事故、落下物による事故、落雷、地震等による

不慮の死亡 

そ
の
他
及
び
不
詳

の
外
因
死 

９．自殺 死亡者自身の故意の行為に基づく死亡で、手段、方法を問わな

い 

１０．他殺 他人の加害による死亡で手段、方法を問わない 

１１．その他及び

不詳の外因 

刑の執行、戦争行為による死亡及び外因死であることは明確で

あるが不慮の外因死か否かの判断がつかない場合 

１２．不詳の死 病死及び自然死か外因死か不詳の場合 

 

入力が完了したら［次へ］ボタンをクリックします。 
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14. 外因死の追加事項 
 
「外因死の追加事項」で入力する内容を項目別に説明します。「死因の種類」欄で２．～１１．にチェ

ックした場合に入力します。「１．病死及び自然死」の場合でも「死亡の原因」欄に損傷名等を入力し

た場合は、外因の状況等を可能な限り具体的に入力します。 

 

＜外因死の追加事項画面＞ 

 

 

 

 

 

傷害が発生したときを入力します。 

年月日はそれぞれ 2桁で入力し、先頭に和暦を表す記号をつけます。 

和暦は、次のいずれでも入力可能です。 

〔昭和：S、ｓ、３〕 

〔平成：H、ｈ、４〕 

〔令和：R、ｒ、５〕 

例）傷害発生日：平成 27年 3月 3日の場合 

〔H270303〕又は〔h270303〕又は〔4270303〕 

 

 

 

発生時間を入力します。発生時期が明確でない場合は、推定時刻を

記入します。時間はフリーワードで全角 21文字まで入力すること

ができ、「不明」「〇時から△時の間」等の文字も入力可能です。 

半角の 24時間表記で入力すると Enter キーを押下後に 12時間表記

に変更されます。 

例：1500と入力すると、午後 03時 00分と表示される 

 

※夜の 12時は「午前 0時」、昼の 12時は「午後 0時」です。 
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傷害が発生したところの種別では、該当する項目にチェ

ックします。 

「４その他」には具体的な場所を入力します。 

 

傷害が発生したところの種別の区分は、以下のとおりです。 

 種別 説明 

１ 住居 

（自宅か否かにはかかわりません。） 

住宅、アパート等の居住地及び私有地としての中庭、車

庫等をいいます。なお、老人福祉施設、寄宿舎、病院、

母子生活支援施設等の居住施設は、「４ その他」とし

て、入力欄にその種類を記入します。 

２ 工場及び建築現場 工場、建築現場、発電所、鉱山等をいい、その敷地内も含

まれます。 

３ 道路 道路（公道・私道を問いません）、歩道、ハイウエイ等をい

います。 

４ その他 １～３以外の場所をいい、入力欄には学校、映画館、体育

館、デパート、ホテル、駅、農地、海、川等の具体的な場

所を記入します。 

 

 

その傷害が発生したところの都道府県名及び市区町村

名を入力します。 

 

「手段及び状況」欄に、傷害がどのような状況で起こったか、具体的な内容を入力します。 

 

 

 

 
 

 

 

「傷害が発生したところ」と「手段及び状況」の入力欄に入

力された文字は、帳票として印字した際に記入欄の枠内で入

力内容が途切れないよう自動改行されます。 

また、フォントサイズも自動的に調整されます。 

 

入力が完了したら［次へ］ボタンをクリックします。 

 

入力文字数により自動調整 
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15. 生後 1 年未満で病死した場合の追加事項 
 
「生後 1 年未満で病死した場合の追加事項」で入力する内容を項目別に説明します。生後１年未満で病

死した場合の追加事項は、「母子健康手帳」等を参考にして入力します。 

 

＜生後 1年未満で病死した場合の追加事項画面＞ 

 

 

 

死亡した子の出生時体重を入力します。 

体重が不明な場合は、不明と入力します。 

 

死亡した子の出生時の状況を入力します。単胎・多胎のどちらかにチェックし、多胎の場合は、何子中第

何子であったかを入力します。 

 

 

 

 

妊娠週数は死亡した子が妊娠満何週で生まれたかを入

力します。 

 

 

死亡原因が、母の妊娠中や分娩時の病態又は異状（外因

等）にある場合には、「２有」にチェックしその病態又

は異状を入力します。 
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母の生年月日を入力します。 

年月日はそれぞれ 2桁で入力し、先頭に和暦を表す記号

をつけます。 

和暦は、次のいずれでも入力可能です。 

〔昭和：S、ｓ、３〕 

〔平成：H、ｈ、４〕 

〔令和：R、ｒ、５〕 

例）生年月日：平成 2年 3月 3日の場合 

〔H020303〕又は〔h020303〕又は〔4020303〕 

 

死亡した子の母の、前回までの妊娠の結果について出生した子の数と死産した児の数を入力します。 

いずれにも該当しない場合は、「０」と入力します。 

死産児の場合は、妊娠満 22週以後の場合のみ対象となります。 

 

 

入力が完了したら［次へ］ボタンをクリックします。 

 

16. その他特に付言すべきことがら 
 
「その他特に付言すべきことがら」で入力する内容を項目別に説明します。 

 

＜その他特に付言すべきことがら画面＞ 
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ここには各事項に補足すべき内容がある場合のみ入力します。 

 

 

 

診断又は検案した年月日と診断書又は検案書の発行年月日を

入力します。 

年月日はそれぞれ 2桁で入力し、先頭に和暦を表す記号をつけ

ます。和暦は、次のいずれでも入力可能です。 

〔平成：H、ｈ、４〕 

〔令和：R、ｒ、５〕 

例）発行年月日：平成 27年 3月 3日の場合 

〔H270303〕又は〔h270303〕又は〔4270303〕 

 

 

〔システム設定（基本情報）〕画面の「医療機関設定」の内容と

「ユーザ登録」で「医師である」と登録し、ログインしている

医師の氏名が表示されます。 

 

 

「データ出力（死因統計）」、「データ出力（人口動態調査）」、お

よび「データ出力（死産統計）」の各種統計データを出力する場

合にチェックします。 

（※データ出力については、本バージョンでは、利用できませ

ん。） 

 

 

帳票の出力時、死亡届を同時に出力する場合は「死亡届出力」

のチェックボックスにチェックを、作成する帳票データ（PDF）

に画像等のデータを添付する場合は、「データ添付」のチェック

ボックスにチェックします。 

また、作成した帳票データ（PDF）に電子署名を付与する場合は、

「電子署名（連動）」のチェックボックスにチェックします。 

 

 

「死亡届に患者情報を転記する」のチェックボックスにチェ

ックした場合は、出力した死亡届に氏名や生年月日等の患者

情報が転記されます。 

 

［出力］ボタンをクリックするとチェックした項目により、帳票にファイルを添付する機能または電子

署名ソフトが起動します。チェックした項目の処理が終了すると、帳票が出力されます。 
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17. 戸籍統一文字（死亡者氏名欄）の入力 
 
本ソフトで死亡診断書や死亡届を作成する場合に、死亡者の氏名欄で戸籍統一文字の入力を可能とする

ために、「IPAmj 明朝フォント」をインストールします。また、人名変換辞書及び文字の異体字を識別す

る IVS辞書に対応している ATOK も合わせてインストールする必要があります。 

 

【IPAmj 明朝フォント】 

IPA（独立行政法人情報処理推進機構）が行った文

字情報基盤整備事業により提供された人名に使う

漢字（主に 58,815文字の漢字を収録したもの）で

す。DiedAi に「IPAmj 明朝フォント」を設定する

ことで、戸籍統一文字の印字を可能としています。

（対応 OS：Windows7以降） 

  ※ 上図は http://mojikiban.ipa.go.jp/ より引用 

 

17.1 フォントの設定 

 
死亡者の氏名記入欄で使用する IPAmj 明朝フォントは、独立行政法人情報処理推進機構の Web サイトか

らダウンロードして設定します。（IPAmj明朝フォントの詳細については同サイトでご確認ください。） 

【独立行政法人情報処理推進機構】 

■IPAmj 明朝フォント http://mojikiban.ipa.go.jp/1300.html 

 

 

ダウンロードした圧縮ファイルをDiedAiがインストール

されている端末の任意の場所に保存して解凍します。 

解凍したフォルダに保存されているファイルの

「ipamjm.ttf」ファイルをダブルクリックします。 

 

 

IPAmj明朝フォントのインストール画面が表示されます。 

［インストール］ボタンをクリックするとインストール

が開始されます。 

 

インストールが終了したら、ダウンロードしたファイル

は削除しても構いません。 

 

 

http://mojikiban.ipa.go.jp/
http://mojikiban.ipa.go.jp/1300.html
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17.2 ATOK の IVS 辞書の設定 

 
DiedAi は、死亡者の氏名欄に入力する漢字の変換をしやすくするために株式会社ジャストシステムの日

本語入力システム「ATOK」の使用を推奨しています。MS-IME では文字の形を見ながら戸籍統一文字を入

力することは出来ません（H29.5 ORCA 管理機構調べ）。ATOKは ATOK2014以降のバージョンで人名変換辞

書及び文字の異体字を識別する IVS 辞書に対応しています。DiedAi で戸籍統一文字の入力を可能とする

ためには、前述の IPAmj 明朝フォントのインストールと合わせて、ATOK のインストール、IVS 辞書の追

加設定が必要です。 

※ATOK は、別途ご自身でご用意いただきインストールしてください。 

 

 ATOK をインストール後、Windows のタスクバーに表示され

ている言語バーにある［メニュー］ボタンをクリックし、

「プロパティ（環境設定）」を選択します。 

 

※ご利用の OS や ATOK のバージョンの違いにより操作が異

なる場合があります。詳細については各マニュアルをご参

照ください。 

 

 

〔ATOK プロパティ〕画面が表示されます。 

「辞書・学習」タブをクリックします。 

 

 

「人名変換辞書セット」をクリックします。 
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IVS辞書のチェックボックスにチェックし［OK］ボタンを

クリックします。 

 

 

 

辞書が一覧にない場合は、［辞書の追加・削除］ボタンを

クリックして、「人名変換辞書セットの内容」に IVS辞書

を追加します。 

 

17.3 異体字の入力方法 

 
ATOKに IVS辞書を設定したら、死亡者の氏名記入欄で異体字の入力が可能になります。 

 

氏名欄に使用する漢字を入力して変換候補を表示します。

使いたい文字に近い候補を選択した状態でキーボードの

Homeキーを押下します。 

 

 

〔IVS の選択〕画面が表示され、文字の候補が表示されま

す。 
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「選択できる字形がありません。」と表示された場合は、

右側の「Adobe-Japan1▶」をクリックします。 

 

 

表示された字形の選択候補から、「Hanyo-Denshi（2）」をク

リックします。 

 

※ 「Hanyo-Denshi」とは汎用電子情報交換環境整備プログラム委員

会が整備した規格です。この規格は戸籍で使用されるすべての漢字

を網羅して住基ネット等で活用する目的で作られました。 

（https://www.ninjal.ac.jp/archives/hanyo/） 

 

 

選択した字形の項目に従って、異体字の候補が表示されま

す。 

 

 

入力する文字を選択して Enterキーを押下します。 

 

https://www.ninjal.ac.jp/archives/hanyo/
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選択した文字が「氏名」欄にセットされます。 

 

 

次回以降は、設定した字形が初期値として表示されます。 

 

 

死亡診断書を作成すると、氏名欄に入力した異体字で出力

されます。 

 

 

ATOKのバージョンによっては、字形の選択メニューが表示

されない場合があります。 

 

 

そのような場合は、〔IVSの選択〕画面の枠内にカーソルを

合わせて右クリックします。 

字形の選択メニューが表示されますので、「Hanyo-Denshi

（2）」をクリックします。 
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文字の候補が表示されます。 

 

 

字形の選択メニューは、〔IVSの選択〕画面の上下どちらの

枠内でも右クリックして表示することができます。 

 

17.4 文字の再変換 

 
氏名欄で既に確定された状態の文字を、後から別の異体字に再変換することができます。 

 

変換したい文字を選択します。 

 

 

キーボードで Shiftキーを押しながら変換キーを押下しま

す。 

文字の再変換候補が表示されます。 
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続けて、キーボードの Homeキーを押下します。 

〔IVSの選択〕画面が表示されます。 

表示されている文字の中から、使用したい文字を選択しま

す。 

 

 

 

 

「氏名」欄に再変換した文字が入力されます。 

 

MI_CAN と連動して DiedAi を起動すると、患者基本情報が MI_CAN から取得されるため、入力欄には各情

報が入力済みの状態になっています。 

※MI_CAN 連動については、後述のシステム設定（基本情報）で「MI_CAN 連動」を参照してください。 

 

MI_CAN に登録されている患者氏名の文字が、戸籍統一文字と異なる場合に、この再変換機能を利用する

と、再入力の操作を簡略化することができます。 

 

   

 

17.5 候補文字列のサイズ変更 

 
「氏名」欄に入力して表示された変換候補文字が小さすぎて異体字の違いがよくわからない場合があり

ます。そのような場合は、変換候補の文字サイズを見やすい大きさに変更することができます。 

 

 

変換候補のサイズが小さい場合は、表示された候補の下部

にある虫眼鏡のマークをクリックします。 

 

 

戸籍統一文字と違う 

MI_CAN から取得 
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文字サイズの倍率が表示されますので、大きくしたい倍率

へ変更します。 

標準は 100%に設定されています。 

 

  
 

 

変更した文字の倍率で表示されます。 

 

 

【参考】 

DiedAi で死亡者の氏名欄に戸籍統一文字を入力するためには、株式会社ジャストシステムの日本語入力

システム ATOKが必要になります。ATOKの詳細については、以下のサイトをご覧ください。 

● ATOK Medical 

 http://www.justsystems.com/jp/products/atok_med/ 

 

●ATOK（ATOK2014以降のバージョン） 

 http://www.justsystems.com/jp/products/atok/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

100%から 200%へ変更 

http://www.justsystems.com/jp/products/atok_med/
http://www.justsystems.com/jp/products/atok/
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18. 出力 
 
〔その他特に付言すべきことがら〕画面で［出力］ボタンをクリックすると入力時に設定した内容に沿っ

て PDFファイル形式の帳票が出力されます。 

紙として印刷する場合は、PDF ファイルを開いているビューア（Adobe Reader 等）の印刷機能を使って

印刷してください。 

また、作成した帳票は全て A4サイズで出力されます。提出先によっては、A3サイズでの提出が求められ

る場合があります。そのような場合は、ご利用のプリンタの設定を使い 1 ページに 2 ページ分を印刷す

るなどの対応をお願いします。また、提出先にも作成した帳票の受領が可能かどうかをご確認ください。 

 

 

＜死亡届＞ 

 

＜死亡診断書＞ 

 

 

＜死体検案書＞ 

 

＜別添資料＞ 
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18.1 別添出力 

 
〔手術欄〕画面、〔解剖〕画面、〔Ai〕画面および〔死因究明検査〕画面で別添を出力する設定にした場合、

それぞれの入力欄に入力した内容が別添資料「死亡診断情報提供書（死亡診断書別添）」として出力され

ます。 

 

＜別添資料＞ 

●手術欄 

 

●解剖 

 

●Ai 

 

●死因究明検査 

 

 

※Aiと死因究明検査では、「有り」を選択しても

「欄内」は選択できません。 

 

 

 

 

〔手術欄〕画面、〔解剖〕画面の設定で、「欄内」を選

択すると、別添資料としてではなく、それぞれの帳票

の該当する欄の欄内に印字されます。 
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18.2 死亡届出力 

 
〔その他特に付言すべきことがら〕画面で「死亡届出力」にチェックすると、「死亡診断書」又は「死体

検案書」のどちらか一方に加え、「死亡届」を出力することができます。 

 

 

＜死亡届＞ 

死亡届には、〔死亡者の基本情報〕画面に入力されている内容

が、それぞれ該当する項目欄に印字されます。 

 

【印字される項目】 

氏名、（よみかた）、性別、生年月日、生まれてから 30日以内

に死亡したときの生まれた時刻、死亡したとき、死亡したと

ころ、住所、本籍※ 

 

※〔死亡者の基本情報〕画面で、「住所を本籍地欄に印刷」の

チェックボックスにチェックしていると死亡届の「本籍」欄

に登録されている住所が印字されます。 

 

18.3 データ添付 

 
〔その他特に付言すべきことがら〕画面で、「データ添付」にチェック後、［出力］ボタンをクリックして

表示される〔ファイル添付設定〕画面では、作成する帳票にファイルを添付することができます。 

 
＜ファイル添付設定画面＞ 

 

 



p. 42 
 

 

 

添付するファイルは、［参照］ボタンからファイルの保存

先を開いて指定します。 

 

ファイルを複数添付する場合は、開いた保存先で、Ctrl

キーを押しながら添付するファイルをクリックします。 

 

 

コメントを追加する場合は、「注釈文」に入力します。 

ここに入力した内容が、添付ファイルのマークにカーソ

ルを合わせた際に表示されます。 

 

入力されていない場合は、添付ファイルのファイル名が

表示されます。 

 

 

マーク表示の位置や色を指定したら［OK］ボタンをクリッ

クします。 

・マークの表示位置：左上、右上、左下、右下 

・マークの色： 

 

 

 

［OK］ボタンをクリックすると、作成した帳票の PDFファ

イルが開きます。 

死亡診断書（死体検案書）の PDFファイルの指定した位置

にマークが表示されます。 

 

 

マークにカーソルを合わせると、「注釈文」に入力した内

容が表示されます。 
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マークをダブルクリックすると、ファイルを開くための

確認メッセージが表示されます。 

ファイルの開き方を選択して［OK］ボタンをクリックし

ます。 

 ・このファイルを開く 

 ・このタイプのファイルを開くことを常に許可する 

 ・このタイプのファイルを開くことを許可しない 

 

 

「このファイルを開く」にチェックすると、添付された

ファイルの内容が表示されます。内容を確認して画面を

閉じます。 

 

帳票を印刷する場合は、それぞれのファイルを開いたアプリケーションソフトの印刷機能を使って出力

してください。 

 

18.4 電子署名 

 
電子署名ソフトと連動することで、電子署名付きの帳票を作成することができます。 

電子署名ソフトは、予め〔システム設定（基本情報）〕画面で［連動設定］ボタンをクリックして表示さ

れる〔システム設定（連動設定）〕画面の「電子署名連動設定」で設定しておく必要があります。 

また、電子署名を付与する場合は、医師資格証が必要です。 

 

 

＜電子署名起動画面＞ 

〔その他特に付言すべきことがら〕画面で「電子署名（連

動）」にチェックして［出力］ボタンをクリックすると電

子署名ソフトが起動します。 

 

HPKI電子署名ソフト：SignedPDF Client ORCA 

http://www.orcamo.co.jp/products/signedpdf.html 

 

 

 

 

http://www.orcamo.co.jp/products/signedpdf.html
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作成した帳票の PDF ファイルが表示されると同時に、パ

スワードを入力する画面が表示されます。 

 

 

 

医師資格証のパスワード（4 桁）を入力し［OK］ボタンを

クリックします。 

署名タイムスタンプの取得メッセージが表示されます。 

 

 

 

署名が成功すると、作成した帳票の医師氏名欄に電子署名

が付与されます。 

 

内容を確認して画面を閉じます。 
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別途電子署名の検証ソフトをインストールしている場合

は、作成した帳票を検証することができます。 

検証を実施して検証結果が表示されたら、内容を確認後

［OK］ボタンをクリックします。 

 

通常は、電子署名付きの PDFファイルを開いたときに自動

で署名検証が実行されます。 

 

作成した帳票データ（PDF）は、〔システム設定（基本情報）〕画面で［データ出力設定］ボタンをクリッ

クして表示される〔システム設定（データ出力設定）〕画面の PDF出力先で指定したフォルダに保存され

ます。 

本ソフトの初期値では、「C:\DiedAi\pdf」に保存されます。 

 

19. HELP 
 
各画面右上にある［HELP］ボタンをクリックすると、「死亡診断書（死体検案書）記入マニュアル」を開

くことができます。 

  

＜死亡診断書（死体検案書）記入マニュアル＞ 

本バージョンでは、「平成 31 年度版 死亡診断

書（死体検案書）記入マニュアル」を使用して

います。 

 

［HELP］ボタンは、クリックした各画面の内容に対応したページが開きます。 

表示されている HELP のページを移動する場合は、HELP の PDF ファイルを開いているビューア（Adobe 

Reader 等）の機能に従って操作してください。 
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【死亡診断書と死体検案書の使い分け】 

 

死亡診断書と死体検案書の使い分けについての HELPです。 

  

 

【死亡者の基本情報】 

 

死亡者の基本情報についての HELPです。 

記入上の留意事項を確認することができます。 
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【死亡の原因】 

 

死亡の原因についての HELPです。 

死亡の原因となった傷病名等を記入する際の注意点が記載されています。 

 
 

 

 

【手術欄】 

 

手術欄についての HELPです。 

手術について記載する場合の注意点について説明されています。 
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【解剖】 

 

解剖についての HELP です。 

解剖を実施した場合に記載する内容についての注意点が説明されています。 

 

 

 

 

【死因の種類】 

 

死因の種類についての HELPです。 

死因の種類の決め方等を確認することができます。 
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【外因死の追加事項】 

 

外因死の追加事項についての HELPです。 

外因の状況等を具体的に記載するため、傷害が発生したところの区分や手段、状況等の考え方を確認す

ることができます。 

 

 

 

 

【生後 1年未満で病死した場合の追加事項】 

生後 1年未満で病死した場合の追加事項についての HELP です。 

各項目欄に記載する場合の注意点について説明されています。 
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【その他特に付言すべきことがら】 

 

その他特に付言すべきことがらについての HELPです。 

各事項に補足すべき内容がある場合の記入方法等について説明されています。 

  

 

20. 検索 
 
本ソフトで作成した帳票を検索して履歴や内容の確認、登録済みの内容の編集を行うことができます。 

 

メニュー画面で［検索］ボタンをクリックします。 

 

〔文書検索〕画面が表示されます。 

「カナ氏名」「性別」及び「死亡年月日」欄に検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリックします。 

 

カナ氏名と死亡年月日は、部分検索

が可能です。 
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［検索］ボタンをクリックすると、検索結果が表示さ

れます。 

 

 

内容を確認したい帳票を選択し、［OK］ボタンをクリ

ックします。 

 

 

 

 

文書作成の画面が表示され、入力した内容を確認す

ることができます。 

内容を確認後、画面を閉じるか、既に登録済みの内容

を編集します。 

登録済みの内容を編集し、帳票を発行すると編集後

の内容にデータが更新されます。 

 

 

21. 統計データ作成 
 
DiedAi では、作成した帳票に登録されているデータを統計データとして、CSV 形式のファイルで出力す

ることができます。 

 

 

統計データは、〔メインメニュー〕画面の［統計データ

作成］ボタンをクリックして表示される〔統計データ作

成〕画面から作成します。 
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21.1 CSV 出力フォーマット編集 

 
CSV 形式のファイルを出力するには、出力する項目を指定したフォーマットを作成する必要があります。

フォーマットは、［CSV出力フォーマット編集］ボタンから作成します。 

 

 

 

 

［CSV出力フォーマット編集］ボタンをクリックする

と、〔CSVフォーマット編集〕画面が表示されます。 

出力可能な項目名称が「項目選択」欄に表示されてい

ます。 

 

 

作成するフォーマットのタイトルを入力します。 

出力する CSV ファイルの 1 行目に項目名を出力する

場合は、「CSV の 1 行目に項目名を出力する」のチェ

ックボックスにチェックします。 

 



p. 53 
 

 

左側の「項目選択」欄で出力する項目を選択し、［▶］

ボタンをクリックします。 

選択した項目が右側の「出力項目」欄に表示されま

す。 

 

右側の「出力項目」欄から項目を削除する場合は、

削除する項目を選択して［◀］ボタンをクリックしま

す。 

 

 Ctrl キー  

 Shift キー 

項目を複数選択する場合は、Ctrl キー又は Shift キ

ーを使用します。 

 

Ctrlキー：複数項目選択 

Shiftキー：範囲選択 

 

 

 

「出力項目」欄で出力する項目の出力順を変更する

場合は、移動する項目を選択して［▲▼］ボタンをク

リックします。 

［▲］ボタンをクリックすると上に、［▼］ボタンを

クリックすると下に選択した項目が移動します。 

 

出力する項目をすべて指定したら、［登録］ボタンを

クリックします。 

 

 

［登録］ボタンをクリックすると、元の画面に戻り、

「フォーマット選択」欄に登録したフォーマット名

が表示されます。 
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作成したフォーマットを選択すると、「選択フォーマ

ット情報」欄に詳細が表示されます。 

 

 

作成したフォーマットの内容を修正する場合は、修

正するフォーマットタイトルを選択して［CSV出力フ

ォーマット編集］ボタンをクリックします。 

 

 

修正が完了したら［登録］ボタンをクリックします。 

 

更新確認のメッセージが表示されますので、［はい］

ボタンをクリックします。 

 

 

 

元の画面に戻り、「フォーマット選択」欄に登録したフォーマ

ットが表示されます。 

 

 

不要なフォーマットを削除する場合は、削除する項目を選択

して［削除］ボタンをクリックします。 

フォーマット削除の確認メッセージが表示されますので、［は

い］ボタンをクリックします。 
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21.2 統計データ出力（CSV 出力） 

 
〔統計データ作成〕画面では、DiedAiに登録された帳票のうち、患者番号やカナ氏名、性別、生年月日、

文書作成日等で条件を絞り込んだ中から、予め作成してある出力項目のフォーマットを使用して、該当

する項目を統計データとして CSV 形式のファイルで出力することができます。 

 

統計データを出力する患者の条件を指定して作成済

み帳票を検索します。 

 

検索は、各入力欄に必要な条件を入力して［検索］ボ

タンをクリックします。 

 

 

検索結果が表示されます。 

 

 

フォーマット選択欄から、出力する項目のフォーマッ

トを選択します。 

 

選択フォーマット欄に、選択したフォーマットの詳細

が表示されますので、内容を確認します。 

 

問題なければ［CSV出力］ボタンをクリックします。 
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統計データ作成の確認メッセージが表示されますの

で、［はい］ボタンをクリックします。 

 

 

ファイル作成の確認メッセージが表示されますので

［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

初めて統計データを出力する場合は、出力先フォルダ

が存在しないため、新規フォルダ作成の確認メッセー

ジが表示されます。 

 

［はい］ボタンをクリックします。 

 

 

統計データの CSVファイル出力先は、以下のとおりで

す。 

【統計データファイル出力先】 

C:\DiedAi\toukei_csv 
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21.3 出力可能項目 

 
CSV 形式のファイルで出力可能な項目は以下のとおりです。 

文書種別 (ア)直接の死因 解剖(有無) 死亡１年以内の妊娠週数 

患者名 (ア)直接の死因(ICD10) 解剖年月日 死因の種類 

患者カナ名 (ア)直接の死因(死亡ま

での期間) 

解剖種別 外因死の傷害が発生した

とき 

生年月日 (イ)死因の原因 解剖メモ 外因死の傷害発生時間 

誕生時間 (イ)死因の原因(ICD10) Ａｉ(有無) 外因死の傷害発生種別 

年齢 (イ)死因の原因(死亡ま

での期間) 

Ａｉ実施日 外因死の傷害発生場所 

性別 (ウ)死因の原因 Ａｉ依頼種別 外因死の傷害発生状況 

郵便番号 (ウ)死因の原因(ICD10) Ａｉ撮影依頼機関名 出生時体重 

住所 1 (ウ)死因の原因(死亡ま

での期間) 

Ａｉ撮影依頼氏名 単胎・多胎の種別 

住所 2 (エ)死因の原因 Ａｉメモ 妊娠週数 

電話番号 (エ)死因の原因(ICD10) 死因究明検査(有無) 母体の病態または異状 

FAX 番号 (エ)死因の原因(死亡ま

での期間) 

死因究明検査実施日 母の生年月日 

死亡日 死因への影響傷病名 死因究明検査種類 前回までの妊娠の結果

(出生児) 

死亡時刻 死因への影響傷病名

(ICD10) 

死因究明検査メモ 前回までの妊娠の結果

(死産児) 

死亡場所 死因への影響傷病名(死

亡までの期間) 

死亡１年以内に妊娠 特記事項 

死亡場所住所 手術(有無) 産科的原因 診断(検案)日 

死亡場所施設名 手術年月日 妊娠の転帰 発行年月日 

死亡場所施設情報 手術メモ 死亡１年以内の妊娠転帰日 作成日 

※ 上表の ICD10は ICD10(2013)を表します。ICD10(2013)は死因病名入力の際に「検索」から入力した 

場合にのみ、統計データに反映されます。 
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フォーマット作成時に、「CSV の 1 行目に項目名を出力する」のチェックボックスにチェックすると出力

した CSVファイルの 1行目に指定した項目名称が記載されます。 

 

22. システム設定 
 
本ソフトを利用するためには、施設情報等の登録や、連動するアプリケーションソフトの接続設定を行

う必要があります。 

各種設定は、〔メインメニュー〕画面の［システム設定］ボタンをクリックして表示される〔システム設

定（基本情報）〕画面と〔システム設定（連動設定）〕画面及び〔システム設定（データ出力設定）〕画面

で行います。 

 

＜メインメニュー画面＞ 
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22.1 システム設定（基本情報） 

 
帳票に印字する施設情報や利用するユーザのログイン ID、パスワードの登録および MI_CANとの連動設定

をおこないます。 

 

＜システム設定（基本情報）画面＞ 

 

 

22.1.1 医療機関情報設定 

 
「医療機関設定」欄に自院の情報を入力します。 

 

 

 

入力する内容の詳細は以下のとおりです。入力した内容が作成した帳票に印字されます。 

項目 説明 

医療機関名 自院の医療機関名称を入力します 

住所 「〒」欄に自院の郵便番号を入力します。 

自院の住所は 2行に分けて入力することができます。 

TEL： 自院の電話番号を入力します。 

FAX： 自院の FAX番号を入力します。 
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22.1.2 ユーザ登録 

 
本ソフトを使用するユーザの情報を登録します。初期設定で「admin」ユーザが登録されています。 

 

登録されているユーザを追加する場合は、［追加］ボ

タンをクリックします。 

 

 

［追加］ボタンをクリックして表示される〔ユーザー

登録〕画面でログイン ID やパスワード、ユーザの権

限等を登録します。 

入力した内容で登録する場合は、［追加］ボタンを、

登録せずに終了する場合は、［キャンセル］ボタンを

クリックします。 

 

入力する内容の詳細は以下のとおりです。 

項目 説明 

ログイン ID 本ソフトを起動して表示される〔ログイン〕画面に入力するログイ

ン IDを入力します。 

パスワード ログインするためのパスワードを入力します。 

パスワード（確認のため再入力） 確認のため再度、ログインするためのパスワードを入力します。 

管理者 登録するユーザが管理者の場合、チェックボックスにチェックし

ます。 

医師である 登録するユーザが医師の場合、チェックボックスにチェックしま

す。 

医師名 「医師である」にチェックした場合に医師名を入力します。 

※ここで登録した医師名が作成した帳票に印字されます。 

パスワード表示 入力したパスワードは「●」で表示されますが、「パスワード表示」

にチェックすると入力した内容を元のとおりに表示して確認する

ことができます。 

 



p. 61 
 

 

登録済みのユーザを編集する場合は、編集したいユーザを

選択して［編集］ボタンをクリックします。 

 

 

表示された画面に登録されている内容を編集します。編集

が完了したら［更新］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

登録されたユーザを削除する場合は、削除したいユーザを

選択して［削除］ボタンをクリックします。 

 

 
22.1.3 MI_CAN 連動 

 
DiedAi は MI_CAN と連動して動作するように設定することで、MI_CAN に登録した患者情報を引き継いで

帳票を作成することができます。MI_CAN 連動で使用する場合は、「MI_CAN 連動」を「する」にチェック

し、MI_CAN がインストールされているフォルダで MI_CAN の exe ファイル（MI_CAN.exe）を指定します。 

 

 

 

 

MI_CAN がインストールされているフォルダは、［参照］ボ

タンから指定することもできますが、［自動検索］※ボタン

をクリックすると、自動でフォルダを検索し、MI_CAN.exe

が入力欄にセットされます。 

※「自動検索」は、DiedAiと MI_CANが同じ端末にインス

トールされている場合に利用できる機能です。 
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フォルダを指定して、MI_CAN.exe の設定が完了したら

［MI_CAN の登録情報を画面に反映］ボタンをクリックし

ます。 

このボタンをクリックすることで、MI_CAN に登録されて

いるユーザのログイン ID・パスワード等の情報や自院の

名称、自院の住所や電話番号等の施設情報が DiedAiにも

コピーされます。 

 

 

〔システム設定（基本情報）〕画面で、必要な項目すべて

の入力が完了したら、［OK］ボタンまたは［適用］ボタン

をクリックして設定を反映させます。 

 

 

 

 

「MI_CANの登録情報を画面に反映」を行うと、〔システム

設定（基本情報）〕画面の各入力欄に MI_CANの設定内容が

自動でセットされるため、入力ミスの防止や、作業手順の

簡略化ができます。 

 

 

DiedAi と MI_CANの連動設定をおこなうと、MI_CANの〔MI_CAN（メインメニュー）〕画面に［DiedAi呼出］

ボタンが追加されます。連動して操作する場合は、MI_CANを先に起動しておいてください。 

 

 

初めに MI_CAN で帳票を作成する患者を選択し、［DiedAi

呼出］ボタンをクリックします。 

スプラッシュウインドウが表示され、DiedAi が起動しま

す。 
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〔メインメニュー〕画面が表示されますので、作成する

文書を選択します。 

※本バージョンでは、死亡診断書（死体検案書）の作成

が可能です。 

 

 

〔死亡者の基本情報〕画面へ進むと、MI_CANに登録され

ている患者基本情報の中で共通項目が入力済みとなって

います。 

 

 

死亡診断書等の帳票が作成済みの場合は、MI_CANで該当

の患者を検索すると検索結果リストの「同意」欄に死亡

を表す「★」印が表示されます。 

 

 

 

 

また、MI_CANの〔患者情報編集〕画面では、「その他」欄

の「死亡」にチェックが入ります。 
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22.2 システム設定（連動設定） 

 
本ソフトは日本医師会 ORCA 管理機構の ORCA プロジェクトから提供される日医標準レセプトソフト（以

下日レセ）や電子署名ソフトと連動して使用することができるほか、傷病名マスターや修飾語マスター

を取り込んで各種統計データ出力時に利用することも可能です。 

 

＜システム設定（連動設定）画面＞ 

 

 

連動設定は、〔システム設定（基本情報）〕画面で［連動設定］ボタンをクリックして表示される〔システ

ム設定（連動設定）〕画面で設定します。 

 

〔システム設定（連動設定）〕画面で設定可能な項目は以下のとおりです。 

項目 説明 

日レセ連動 日レセとの接続設定を行います。 

（日本医師会 ORCA管理機構 ORCA Project 提供：日医標準レセプトソフト） 

※利用できません。 

DB設定 本ソフトをネットワーク環境で利用する場合に設定します。 

※利用できません。 

Acrobat Readerの

実行パス 

HELPや作成した文書を表示するために、Acrobat Readerの実行パスを設定します。 

病名マスタ設定 傷病名マスターを取り込みます。 

傷病名マスターは、診療報酬情報提供サービスの Web サイトからダウンロードするこ

とができます。（http://www.iryohoken.go.jp/shinryohoshu/downloadMenu/） 

修飾語マスタ設定 修飾語マスターを取り込みます。 

※利用できません。 

電子署名連動設定 電子署名ソフトとの接続設定を行います。 

 

http://www.iryohoken.go.jp/shinryohoshu/downloadMenu/
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22.2.1 Acrobat Reader の実行パス設定 

 

本ソフトで利用可能な項目のうち「Acrobat Reader の実行パスの設定」について説明します。 

作成した帳票や HELP を PDF 形式で表示するために、本ソフトを利用する端末にインストールされている

Acrobat Reader の実行パスを設定します（本バージョンからこの設定は不要になりました）。 

 

 

 

 

実行パスは［参照］ボタンをクリックして表示される

〔アプリケーションを選択してください〕画面から指

定します。 

 

 

 

 

実行パスを指定せずに HELP を起動するとメッセージが表示さ

れます。 

［OK］ボタンをクリックすると、〔アプリケーションを選択して

ください〕画面が表示されますので、Acrobat Reader の実行パ

スを設定します。設定は初回のみおこないます。 

 

22.2.2 病名マスタ設定 

 
本ソフトは、平成30年3月30日公開の「傷病名マスター（b_20180401.txt）」を実装しています。 

新規にインストールされる場合にはこのマスターが使用できますが、旧バージョンから継続使用する場

合は旧病名マスターが優先されます。 

登録された傷病名マスターは自動更新されませんので、マスターが更新された際は、診療報酬情報提供

サービスのWebサイトからファイルをダウンロードして、マスターを更新する必要があります。 

 

 

マスターの取り込み及びマスターの更新は、以下の手順で行います。 

 

前バージョンから使用していて一度も傷病名マスターを

取り込んでいない場合は、「設定なし」と表示されていま

す。 

 

新規インストールの

場合 
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一度でもマスターを取り込んでいる場合には、取り込んだ

マスターの公開日付が表示されます。 

「病名マスタ設定」欄にマスターの公開日付が表示されて

いる場合は、最新版をダウンロードしてマスターを更新し

ます。 

 

 

最新版の傷病名マスターが手元にない場合は、診療報酬情報

提供サービスの Webサイトから「傷病名マスター（b.zip）」

をダウンロードします。 

http://www.iryohoken.go.jp/shinryohoshu/downloadMenu/ 

傷病名マスター（b.zip）は、同サイトのトップページ ▶ 基

本マスターに関するページ ▶ ファイルダウンロードと進ん

で表示された画面から入手することができます。 

 

   

ダウンロードした「b.zip」ファイルは任意の場所に保存し

ますが、ここではデスクトップに保存しています。 

 

 

 

圧縮された「b.zip」ファイル上で右クリックして表示されるメニュー

から、「すべて展開」をクリックします。 

 

 

http://www.iryohoken.go.jp/shinryohoshu/downloadMenu/
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［展開］ボタンをクリックします。 

 

デスクトップに「ｂ」フォルダが作成されます。 

これで、マスタの準備は完了です。 

 
 

 

「病名マスタ設定」欄の右側にあ

る［参照］ボタンをクリックしま

す。 

 

 

〔フォルダーの参照〕画面が表示されますので、「ｂ」フォ

ルダを指定して［ＯＫ］ボタンをクリックします 

 

 

［取込］ボタンをクリックします。 

 

 取込完了のメッセージが表示されたら［ＯＫ］ボタンをクリッ

クします。 

 

 

取り込んだマスタのバージョンが表示されます。 

病名マスタは、「死亡の原因」で病名を入力する場合等に利

用されます。 
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22.2.3 電子署名連動設定 

 
本ソフトで利用可能な項目のうち電子署名連動設定について説明します。 

電子署名連動設定をすると、作成した帳票を出力する際に、電子署名ソフトを起動することができます。 

 

 

※電子署名ソフトは別売りです。 

 

各項目欄に入力する内容の説明は以下のとおりです。 

項目 説明 

電子署名連動設定 ［参照］ボタンをクリックして、電子署名ソフトがインストール

されているフォルダから電子署名ソフトの実行ファイルを指定

します。 

死亡診断書（死体検案書） 死亡診断書（死体検案書）作成時の電子署名の印字位置に関する

パラメータを入力します。 

初期値では、「DiedAi」となっています。 

パラメータの設定については、別途、電子署名ソフト（SignedPDF 

Client ORCA（医師資格証対応電子署名ソフト））の操作説明書を

参照してください。 

出生証明書 出生証明書作成時の電子署名の印字位置に関するパラメータを

入力します。 

※ver1.2.X、1.5.Xおよび本バージョンでは利用できません。 

死産証書 死産証書作成時の電子署名の印字位置に関するパラメータを入

力します。 

※ver1.2.X、1.5.Xおよび本バージョンでは利用できません。 

 

 

 

［参照］ボタンをクリックします。 

 

 

〔アプリケーションを選択してください〕画面

が表示されます。 

「電子署名ソフト」をインストールしたフォル

ダから電子署名ソフトの実行ファイルを指定し

て［開く］ボタンをクリックします。 
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「電子署名連動設定」欄に設定した内容がセッ

トされます。 

 

 

〔システム設定（連動設定）〕画面で、必要な項

目すべての入力が完了したら、［OK］ボタンまた

は［適用］ボタンをクリックして設定を反映さ

せます。 

 

22.3 システム設定（データ出力設定） 

 
本ソフトに登録された情報は様々な形式のデータとして出力することができます。 

 

＜システム設定（データ出力設定）画面＞ 

 

 

データ出力設定は、〔システム設定（基本情報）〕画面で［データ出力設定］ボタンをクリックして表示さ

れる〔システム設定（データ出力設定）〕画面で設定します。 
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〔システム設定（データ出力設定）〕画面で設定可能な項目は以下のとおりです。 

項目 出力先 説明 

フォーマット設定 － ※利用できません。 

出力先設定 PDF出力先 作成した帳票の PDFファイルの出力先を指定します。 

（初期値として、C:DiedAi\pdfが指定されています。） 

CSV出力先 登録したデータを CSV形式で出力する場合の出力先を指

定します。 

（初期値として、C:DiedAi\csvが指定されています。） 

※ver1.2.X、ver1.5.X及び本バージョンでは利用できま

せん。 

死因統計出力先 死因統計データを作成する場合の出力先を指定します。 

（初期値として、C:\DiedAi\toukei_csvが指定されてい

ます。） 

人口動態調査出力先 人口動態調査データを作成する場合の出力先を指定しま

す。 

※ver1.2.X、ver1.5.X及び本バージョンでは利用できま

せん。 

死産統計出力先 死産統計データを作成する場合の出力先を指定します。 

※ver1.2.X、ver1.5.X及び本バージョンでは利用できま

せん。 
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23. インストール 
 
本ソフトをインストールするための操作について説明します。 

インストーラは、日本医師会 ORCA管理機構の下記サイトから入手することができます。 

●DiedAi トップページ URL：http://www.orca.med.or.jp/diedai/index.html 

 

インストーラは圧縮ファイルで提供されていますので、ご利用の端末の任意の場所に保存して解凍して

おいてください。また、Windows OSのバージョンにより表示される画面が異なりますが、操作について

は同様です。 

 

 

DiedAi のインストーラをダブルクリックします。 

 

 

セットアップウィザードが開きます。 

［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

〔インストールフォルダの選択〕画面が開きますので、本

ソフトをインストールする場所を指定します。 

初期値で C:\DiedAiフォルダにインストールされます。 

インストールする場所を変更する場合は［参照］ボタンか

ら指定します。 

 

インストールフォルダを指定したら、［次へ］ボタンをク

リックします。 

 

http://www.orca.med.or.jp/diedai/index.html
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確認メッセージが表示されます。 

 

［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

インストールが始まります。 

 

 

インストール完了のメッセージが表示されたら［閉じる］

ボタンをクリックします。 

 

 

デスクトップにショートカットアイコンが作成されま

す。 
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24. アンインストール 
 
本ソフトをアンインストールする場合の操作について説明します。 

 

 

Windows メニューのコントロールパネルから「プログラ

ムと機能」を開き「DiedAi 死亡診断書（検案書）作成

ソフト」をダブルクリックします。 

確認画面が表示されますので、［はい］ボタンをクリック

します。 

 

 

※Windows OSのバージョンによって、アンインストールする場合の操作が異なります。 

ご利用の Windowsの操作方法に従ってアンインストールしてください。 
 
●Windows10の場合 
 Windowsメニューから「設定」のアイコンを選択→「アプリ」→「アプリと機能」画面から操作 
 
●Windows8の場合 
 Windowsメニューのコントロールパネルから「プログラムのアンインストール」を選択→「プログラ

ムと機能」画面から操作 
 
●Windows7の場合 
 Windowsメニューのコントロールパネルから「プログラムのアンインストール」を選択→「プログラ

ムと機能」画面から操作 
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25. 追加機能（ver1.7.2） 
 
DiedAi ver1.7.2 で追加された機能は以下のとおりです。 
 

25.1 死亡届に患者情報の転記をおこなうかどうかの設定を追加 

 

 

〔その他特に付言すべきことがら〕画面に、「死亡届に患者情報を

転記する」のチェックボックスを追加しました。 

 

 

 

 

「死亡届に患者情報を転記する」のチェックボックスにチェック

した場合は、出力した死亡届に氏名や生年月日等の患者情報が転

記されます。 

 

25.2 画面遷移の改善 

 

 

各画面の入力フィールド以外の場所で右クリックするとコンテキ

ストメニューを表示し、任意の入力画面へ直接遷移できる機能を

追加しました。 

 

25.3 戸籍統一文字表示対応（氏名欄のみ） 

 

 

 

〔死亡者の基本情報〕画面の「氏名」欄で戸籍統一文字印字用の

「IPAmj 明朝フォント」に対応しました。 

対象のフォントの入手と、ATOK への IVS辞書の設定が必要です。 

※対応可能な OSは Windows7以降です。Windows Vista 

や Windows XPではご利用いただけません。 
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25.3.1 用語について 

 

IPAmj明朝フォントとは 戸籍の人名の表記等で、細かな字形の違いを使い分ける必要がある場合に使

用されるフォントです。 

IPA（ 独立行政法人情報処理推進機構）が行った文字情報基盤整備事業から

提供されています。 

【文字情報基盤整備事業】 http://mojikiban.ipa.go.jp/ 

【ダウンロード】 http://mojikiban.ipa.go.jp/1300.html 

異体字とは 旧字等で読み方や使用方法は同じだが、漢字の一部が標準と異なる字体のこ

とです。戸籍等で多く使用されるため、DiedAi では氏名記入欄で異体字の

入力に対応しています。 

IVS とは IVS(Ideographic Variation Sequence/Selector)は、読み方や使用方法が同

じ漢字の、細かな字形の違いを特別に使い分けるための仕組みです。 

詳細については、IPA（ 独立行政法人情報処理推進機構）のサイトをご覧く

ださい。 

【詳細】 http://mojikiban.ipa.go.jp/1292.html 

 

25.4 MI_CAN と連動して起動した DiedAi の病名検索画面に「MI_CAN から病名取得」タブを表示 

 

 

MI_CAN で患者を選択して DiedAi を起動した場合に、〔死亡の原

因〕画面での病名検索時、「MI_CANから病名取得」タブを表示す

るようにしました。 

MI_CAN に登録されている病名から死亡の原因となる病名を転記

することができます。 

 

25.5 入力文字の出力内容の変更 

 

 

文字の入力欄で、入力した文字数に応じて入力枠内のフォントサ

イズを自動縮小するようになりました。 

特に「手術」「解剖」及び、外因死の追加事項欄で「傷害が発生し

たところ」「手段及び状況」「その他特に付言すべきことがら」に

ついては、文字数に応じて自動で改行されます。 

また、項目選択時の丸印の印字位置を修正しました。項目全体を

囲む状態から数字のみの○囲みへ変更しました。 

 

http://mojikiban.ipa.go.jp/
http://mojikiban.ipa.go.jp/1300.html
http://mojikiban.ipa.go.jp/1292.html
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25.6 ［HELP］で表示されるマニュアルを H29 年度版に差し替え 

 

  

［HELP］ボタンをクリックすると表示されるマニュアルを、「平

成２８年度版」から「平成２９年度版 死亡診断書（死体検案書）

記入マニュアル」に差し替えました。 

 

26. 追加機能（ver1.7.5） 
 
DiedAi ver1.7.5 で追加された機能は以下のとおりです。 
 

26.1 基本情報の「死亡したところ」に介護医療院を追加 

 

 

「死亡したところの種別」欄に「3介護医療院」を追加しました。 

「3 介護医療院」「3 介護老人保健施設」を選択した場合は、施設

の名称に続けて選択した種別がカッコ付きで印字されます。 

例）橙診療所（介護医療院） 

橙の里（介護老人保健施設） 

 

26.2 PDF フォーマットの改定対応 

 

 

平成 30年度診療報酬改定において「介護医療院」が新設されたこと

に伴って変更された死亡診断書（死体検案書）の様式に対応しまし

た。 

死亡診断書（死体検案書）の様式で「死亡したところの種別」欄の

「3．介護老人保健施設」を「3．介護医療院・介護老人保健施設」

へ変更し、施設名称の後にカッコ付きで施設の種別が印字されます。 
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26.3 ラジオボタンの選択解除対応 

 
〔外因死の追加事項〕画面の「傷害が発生したところの種別」、〔生後 1 年未満で病死した場合の追加事

項〕画面の「単胎・多胎の別」、「妊娠・分娩時における母体の病態または異状」のラジオボタンを選択解

除出来るように修正しました。 
 

26.4 ［HELP］で表示されるマニュアルを H30 年度版に差し替え 

 

  

［HELP］ボタンをクリックすると表示されるマニュアルを、「平成２

９年度版」から「平成３０年度版 死亡診断書（死体検案書）記入

マニュアル」に差し替えました。 

 

26.5 傷病名マスターの初期登録設定を 20180401 版へ差し替え 

 
死亡の原因の入力時に、病名検索画面で使用する傷病名マスターを診療報酬情報提供サービスで平成 30
年 3 月 30 日に公開された「傷病名マスター（b_20180401.txt）」に変更しました。 
 

27. 追加機能（ver1.8.0） 
 
DiedAi ver1.8.0 で追加された機能は以下のとおりです。 
 

27.1 新元号対応 

 

 

「生年月日」「死亡年月日」等、和暦を表示する箇所で、 

「令和」と表示されるように対応致しました。 
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27.2 PDF フォーマットの新元号対応 

 

 

死亡届の「届出日」「受理日」「送付日」等、あらかじ

め記述されている和暦の元号を「令和」に変更いたし

ました。 

 

 

27.3 死亡したところの種別の○位置の修正 

 
死亡診断書（死体検案書）の「死亡したところの種別」で種別に対する○の印刷位置がずれていた点を修

正しました。 
 

27.4 ［HELP］で表示されるマニュアルを H31 年度版に差し替え 

 

  

［HELP］ボタンをクリックすると表示されるマニュアルを、「平成３

０年度版」から「平成３１年度版 死亡診断書（死体検案書）記入

マニュアル」に差し替えました。 
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28. 作成文書の電子的保存 
 
本ソフトで作成した死亡診断書等の帳票を、原本として取り扱い可能な電子文書として保存する場合は、

「医師資格証」を使った電子署名が必要です。 
 

28.1 医師資格証 

 

 

日本医師会認証局が発行する、医師資格を証明する電子的な証明書を格納し

た ICカードが医師資格証です。 

この医師資格証を使って本ソフトで作成した帳票に電子署名を付与します。 

詳細は日本医師会電子認証センターの URLをご参照ください。 

●日本医師会電子認証センター 

【URL】 http://www.jmaca.med.or.jp/ 

 

28.2 電子署名ソフト（日本医師会 ORCA 管理機構版 HPKI 電子署名ソフト SignedPDF Client ORCA） 

 

 

 

日本医師会電子認証センターが発行する医師資格証に対応した、PDF文

書に電子署名を付与するソフトです。 

本ソフトで作成した帳票にタイムスタンプ付きの電子署名を付与する

ことができます。 

電子署名ソフトの詳細については、下記 URLをご参照ください。 

●日本医師会 ORCA管理機構（販売元） 

SignedPDF  Client ORCA 

【URL】： http://www.orcamo.co.jp/products/signedpdf.html 

 

28.3 電子署名検証ソフト（日医 HPKI SignedPDF Verifier） 

 

 

 

日本医師会電子認証センターが発行する医師資格証（HPKIカード）に

対応した、PDF文書に電子署名を付与するソフトで署名された帳票デ

ータを検証するソフトです。 

本ソフトで作成した帳票に付与された電子署名を検証することがで

きます。 

日医 HPKI SignedPDF Verifierは、日本医師会電子認証センターから

ダウンロードすることができます。 

●日本医師会電子認証センター 

【URL】： http://www.jmaca.med.or.jp/service/verifier.html 

 

http://www.jmaca.med.or.jp/
http://www.orcamo.co.jp/products/signedpdf.html
http://www.jmaca.med.or.jp/service/verifier.html
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29. 連動ソフト 
 
本ソフトと連動して動作可能なアプリケーションソフトを紹介します。 

 

29.1 日医標準レセプト（日レセ） 

 

 日本医師会 ORCA 管理機構から提供されるレセプトソフトです。 

日レセと本ソフトを接続して、患者基本情報等を取り込むことで、帳票作成時

に効率よく作業することができます。 

日レセについての詳細は、日本医師会 ORCA管理機構 ORCA Projectの URLを

ご参照ください。 

●日本医師会 ORCA管理機構 ORCA Project 

【URL】 http://www.orca.med.or.jp/ 

※ver1.2.X、ver1.5.X、ver1.7.Xおよび本バージョンでは利用できません。 

 

29.2 MI_CAN（Medical Information system for Creating A regional medical Network data） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

日本医師会 ORCA管理機構の ORCAプロジェクトから提供される診療情報提供書

や診断書等の帳票を作成するソフトウェアです。 

MI_CAN と本ソフトを接続して使用することで、各種帳票を効率よく作成する

ことができます。 

MI_CAN についての詳細は、日本医師会 ORCA管理機構の URLをご参照ください。 

 

●日本医師会 ORCA管理機構 MI_CAN 

【URL】 https://www.orca.med.or.jp/mican/index.html 

MI_CAN 

http://www.orca.med.or.jp/
https://www.orca.med.or.jp/mican/index.html
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30. 動作環境 
 
本ソフトの動作環境は以下のとおりです。 

項目 動作環境 

OS Windows 7 Windows 8/8.1 Windows 10 

Home Premium/ 

Professional/Enterprise/

Ultimate（32bit、64bit 版

対応） 

Windows 8/8.1 

Windows 8/8.1 Pro

（32bit、64bit版対応） 

Home/ Pro/ Enterprise 

CPU Intel Core/Pentium/Celeron シリーズおよび互換 CPU 2GHz 以上 

メモリ 4GB以上の RAM 

ハードディスク 2GB 以上のディスク空き容量 

ディスプレイ 1,280×800（WXGA）以上の解像度、TrueColor（32bit） 

※1,280×800（WXGA）や 1,280×1,024（SXGA）の解像度で使用する場合、ディスプ

レイの設定変更が必要になる場合があります。 

 Windows7 の場合：コントロールパネル→ディスプレイ→「画面上の文字を読みや

すくします」の設定を調整します。「小(S)-100%」推奨 

 Windows8 の場合：設定→コントロールパネル→デスクトップのカスタマイズ→デ

ィスプレイ→「すべての項目のサイズを変更する」の設定を調整します。 

 Windows8.1の場合：設定→コントロールパネル→すべてのコントロール パネル

項目→ディスプレイ→「すべての項目のサイズを変更する」の設定で「小さくす

る＜－＞大きくする」を調整します。 

DB ※本ソフトを使用する場合は、Firebirdのインストールが必要です。 

※Firebirdは Firebird公式サイトから利用環境に応じたインストーラをダウンロ

ードしてください。インストーラは Firebird の公式サイトから無料でダウンロー

ドすることができます。 

Firebird-2.5.2.26540_0_Win32以上 

Firebird-2.0.7.13318_0_win32以上 

（日本医師会 ORCA管理機構 ORCA Project の医見書ソフトと共存させる場合） 

その他 Microsoft .Net Framework3.5以上 

※オンライン環境がある場合は本ソフトのインスト－ル中に自動的にインストー

ルされます。オンライン環境がない場合は、 

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=25150 から事前

にダウンロードしておいてください。 

Adobe Reader 10、11、DC 

※PDFファイルをご覧いただくには、Adobe Reader が必要です。 

 

https://www.firebirdsql.org/en/server-packages/
https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=25150
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